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種子の発芽温度に関する研究
　　第７報　粟・犬黍
井 　　上　　　重
(農学部作物育極学教室)
陽
　　　　緒　　　　　言
　此研究は稲子０発芽に及ぼす温度０影響を明かにして作物の播種０参考に供すると共に、発芽を通
じて、作物０気候、特に温度に対する適応性を知るために行ったも０である。供試作物として、約30
種０作物を選んで、発芽温度に関する実験を行ったが、モ０中で、稲そ０他７種０作物にっいては、
已に実験を完了し、６回にわたって其成績を発表した。今回、第７報として、゜粟及び黍に関する部分
を取纏めて報告する事とした。
　此研究は文部省科学研究費０補助に依って行はれたも０である。
　　　　材料及び方法
　　（１）　供試品種。　供試品種は次に示す様に粟２品種、黍１品種である。
　　　　　　　粟　　か　な　め　　在　来
　　　　　　　黍　　蒙　古　白
　（２）　供試温度。　供試温度は2°Ｃより46°Ｃまでであって、その間０温度０差を2°Ｃ宛とした。
　（３）　供試粒撒。供試粒数は100粒宛であって、試験器はりーペンペル1ヒ(Liebenberg)氏
発芽試験器を用いた。
　　（４）　登芽締切日咎。黍の発芽は粟０発芽よりも幾らか遅れる。そ０ために、両者０発芽締切
日数を夫々、次に示す様に定めた。
　　　　　　　　　　　　　　　第１表、発芽締切日数　　粟●黍
供試．温度 2～4°　　6°　　8°　10°　］2°14o～16°18°2りo～26°28°～46°
発芽締切日数
栗 40日　2り日　15日　12日　10日‘　８日　　６日　　５日　　　５日
黍 ゛40日　35日　2り日　16日　12日　　９日　　８日　　６日　　　５日
　　　　賓瞼成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　以上０様な方法で行った発芽試験成績は第9～12表の通りである。
　　（１）　発芽し始める迄の日咎。　稲子０発芽０遅速は主として、発芽温度０高低によって左右さ
　れるがヽ今回０発芽試験成績よりヽ各温度についてヽ煮!=黍と０発芽し始める迄の所要日数を調゛｀゛
た処、第２表０様な結果を得た。倚参考０ために、発芽し始めた日０発芽歩合をも併せ掲げる事にし
　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　４　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　。た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヶ
　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　（　１　）
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第２表　発芽し始める迄０日数　、栗・黍
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　第２表から次の様な結論が得られる。
　粟の種子は、2°ＣＯ温度では置床後、22日（2品種平均）^七発芽し始めるが、温慶が高まると共に、
急速に発芽が促進され、4°Ｃでは、7.5日（２品種平均）で発芽し、6°Ｃになると、4.3日（２品種干均
2〉で発芽し始める。更に10°～12°Ｃに至れば２日以内で発芽し、14°～18°Ｃでは、１日（２品種平均）
で発芽し始める。倚ほ22°～42°Ｃに至れば、僅か牛日で発芽し、特に82°Ｃでは牛日で全休024％（２品
顧平均）発芽する。倶し44°Ｃに至れぼ、逆に発芽が梢々遅延し、置床後、1.51日（？品種平均j）で発芽
し始める。
　次に黍は、低温では発芽力が弱く、2°Ｃ及4°Ｃでは40日間、全く発芽しなかつたが、6°Ｃでは22日で
発芽し始めた。それより高温になるにつれて、発芽が急に促進され、8°Ｃでは９日で発芽し、109Cでは
6.5日で発芽し始める。更に高温になり、14°Ｃに至れぼ、2.5日で発芽し、20°Ｃでは2.0日で発芽し始め
る。恟ほ、30°～42°Ｃに於いては、O石日で発芽し始めるが、眼゜Ｃに至れぼ、逆に発芽が梢々遅延し、
置床後、１日で発芽し始める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
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（22）平均登芽日急。　湿度の高低に従って、種子の発芽０遅延する模様を、簡単に比較する方
法は、平均発芽日数を互に比較する事であるが、今回の発芽試験成績（第9～12表j）から、各温度に
ついで、平均発芽日数を計心1した処、第３表ｏ様な成績を得た。
第８表　平均発芽日数　　粟・黍
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　　（３）　発芽の最低温度。　今回の発芽試験成績に依れば、粟は2°ｑの温度で21.5 %発芽（２品種
平均、第３表）し、その平均発芽日数は2S.7日である。従って粟０発芽０最低温度はO°～2°Ｃφ間に
あるとびう事が出来乙。侃し2°Ｃに於ける平均発芽日数が非常に長い点から考へるとべ粟０発芽の最
低温度は、恐らく2°Ｃに非常に近い湿度であろう。
　黍は今回の発芽試験成績に依れぼ、4°ＣＯ温度では40日間全く発芽しなかったか、6°Ｃでは６％発芽
した（第３表）。そ０平均発芽日数は27.5日である。従って、黍０発芽０最低温度は、4～6°Ｃ Ｏ間で
あると云ふ事が出来る。倶し6°Ｃに於ける発芽歩合が非常に低い事と、そ０平均発芽日数が可成り長
い点などから考へると、恐らく黍０発芽０最低温度は6°Ｃに非常に近い温度ヤあろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
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　　（０　発芽の最適温度。　今回の発芽試験成績に依れば、粟の種子発芽の最適温度は28°～34°ｃ
ｏ間である。何故ならぼ、28°～34°ｃの温度に於ける平均発芽日数は何れも1.2日（2品種平均、第３
表）であって、他の温度○も（7）に較べて最も短い。即ち最も早く発芽するからである。
　次に、粟の2s°～34°ｃｏ発芽試験成績より、各温度毎に、発芽勢（発芽勢締切日数２日）を求めた
第4表　発芽勢　粟
供μ温度 28°　3U°　;!3°　　340
発
芽
房
かなめ
在　来
67％　69％　7り％　6n％
79　　79　　81　　79
平　均 73　　74　　76　　71
処、第４表の様な成績を得た。
　第４表０成績に依れば280～34°0(D発芽０内
で、発芽勢の最高は、32°Ｃの76ﾀぶ(２品種平均)
である。従って、粟０種子発芽０最適温度は.32°C
である。
　次池、黍０発芽０最適温度は、34°Cである。
何故ならば、第３表に依れば、黍では34°Ｃの発芽日数が1.3日であって、最も短いからである。
　　(5j)発芽の最高温度。　今回０発Eり式験成績に依れば、粟０種午は、46°Ｃに於いて５日間全く
発芽しなかったが、44°Ｃでは3.5沁(２品種平均、第３表j)発芽したら従って、粟０種子発芽０最高
温度は、44°～46°Ｃの間であると云ふ事が出来る。倶し、､44°Ｃの発芽歩合が非常に低い点から考へる
と、恐らく44°Cが発芽の最高温度であろう。
　黍０種子は、粟の種子と同様に46°Ｃでは全く発芽しなかったが、44OCでは6.0％発芽した。従って
黍０稲子発芽０最高温度は、440～46°Ｃの間であると云ふ事が出来る。但し44°0の発芽歩合が極めて
低い点から考へると、44°Ｃが恐らく黍種子の発芽の最高温度であろう。
　　(6j)発芽係撒。　従来、種子(Z)発芽０優劣を比較する方法として、発芽歩合、発芽勢、平均発芽
日数など色々な方法が用ひられていた。
　今回０発芽試験に於いても、発芽の最適温度を決定するために、発芽勢或は平均発芽日数などを用
いたが、今回０発芽試験の全般にわたって、各温度について発芽の優劣を比較するには、従来０方法
では不適当である。従って著者は、平均発芽日数を以って発芽歩合を除した価を求め、此価の大小に
依って、発芽の優劣を比較する事にした。此価を仮に発芽係数と名付ける。
　今回０発芽試験成績より各温度毎に4そ０発芽係数を求めた所、第＆表０様な成績を得た。恟参考
のために平均発芽日数及び発芽歩合をも併せ掲げる事とした。
　　　　　　　　　　　　　　第５表　発　芽　係　数　、粟●黍
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　第５表に依れぽ、発芽係数の最も大きい温度即ち、発芽の最良０温度は、粟では32°Ｃであるが、
黍では34°Ｃである。此等０温度は已に述べた様に、発芽勢或は平均発芽日数などに依って決定され
た発芽最適温度と全く一致する。
　次に粟（Z）発芽の最低温度（2°C) (D発芽係数0.8は、最高温度（44°Ｃ）の発芽係数1.5よりもやx、
劣る。従って最低温度０発芽は、最高温度０発芽よりも、や1､劣るといふ事が出来る。
　黍に於いても、発芽の最低温度（6°Cj〉の発芽係数o･2は、最高温度（44°Ｃ）の発芽係数4.0よりも
やｘ劣る。従って、最低温度の発芽は最高温度０発芽よりも、や･､劣るといふ事が出来る。
　以上０ように発芽係数を用いれぼ、異った温度に於ける発芽０優劣を簡箪に比較する事が出来る。
　　　　論　　　　　議
　発芽係撒。　従来4発芽の良否を比較する方法として、発芽歩合、発芽勢或は干均発芽日数等色々
な方法が用ひられて居たが、是等は何れも同じ環境或は同じ条件０もとで行はれた発芽を比較する場
合には好都合であるが、今回０発芽試験０様地、異った温度の下で行われた発芽を互に比較するには
不適当である。
　例えば、今回０発芽試験成績に依れば黍の26°Ｃ及40°Ｃに於ける発芽成績は第６表の通りである゜
　　　　　　　　　　　　　第６表　発芽試験成績　26°Ｃ及40・Ｃ黍
ﾙ?f １日　　　２日．　　３日・　　４日　　　５日　　　６日 発芽歩合
平均発芽
日　　数
260 ５　１９　２１　１３　　６　　２　　２　　２　　１　　０　　０ 71 2.2
400 ｎ　１６　１０　　６　　４　　２　　１　　１　　０　　０ 51 1.4
　第６表に依れぼ、黍026°Ｃに於ける発芽歩合は71％であるが、40° Ｃに於ける発芽歩合は61％であ
る。即ち26°C(D発芽歩合は40°Cに較べて遥かに高い。‘従って･26°C Ｏ発芽が擾かに優って居ると云う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
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事が出来る。所が、平均発芽日数は、26°Ｃは2.2日であるが、40°０は!｡4日であって40°Ｃの方が発芽
が著しく早い。即ち巡かに漫って居る。
　以上の様に26°C Ｏ発芽は40 °0Ｏ発芽に較べて発芽歩合が高いが、発芽が非常に遅れる。従って、
発芽歩合或は平均発芽日数を用いて両者０発芽の優劣を決める事は甚だ難しい。
　次に、26°Ｃ及40°Ｊの発芽について、そ０発芽勢を求めた処、第７表０様な成績を得た。但し発芽
勢締切日数を１日、１日･牛、２日、２日牛及び３日とした。
第７表発　芽勢
・発芽房締切日数 ］日】日牛2日2日牛3日
発　芽　房
as'C 5　24　45　58　64
40 ^C 27　;17　43　47　49
　第７表に依れぼ、発芽勢締切日数を１日とす
れぼ、26°ＣＯ発芽勢は5％であるが、40°Cは27
％であって、４０９Ｃ Ｏ方が恩かに侵るが、発芽
勢０締切日数を２日とすれぼ、2に゜Ｊの発芽勢
は45％であるが、40°Cは43％となり、40°C Ｏ
方がやＸ劣る事となる。更に、発芽勢締切日数を３日とすれば、26°C Ｏ発芽勢は、64％となるが、
40°Cは49μとなり、40°Cの方が著しく劣る事になる。即ち26°Cと40°Ｃの発芽勢は締切日数を変える
と、優劣０差が逆になる‘。従って、発芽勢によって両者の侵劣を比較する事は甚だ困難で石る。
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　　0.8
　　32°
. 30°
　　2S°
　　;4°
　　2肪
　　24°
　　36°
　　22°
　　2t)゜
　　180
　　16°
　　14°
　　38°
　　12°
　　100
　　8°
　40°
　　60
　42°
　　4°
　44°
　　20
　　56.2
　　51.4{｡
　4S.6
　45.り
　39.4
　36.4
　33.n
　29.2
　2G.:-!
　22.9
　22.8
　2り.0
　17.9
　]3.9
　　9.1
　　5.6
　　4.0
　　1.7
　　0.2
34°
320
360
38°
3りO
28°
400
25°
24°
22°
2o°
42°
18°
16°
14°
12°
100
440
　8°
　6°
　以上述べた様に、従来の方法では、26°Ｃと40°Ｃ
との発芽鳳ついて、優劣を比較する事が極めて難し
いが、かＸる場合に、発芽係数を用ひると、両者Ｏ
発芽の優劣を簡翠に比較す乙事が出来る。
　例えぼ、第5表に示す様に、黍CD26°C(n発芽係数
は32,3であるが、40°ＣＯ発芽係数は36.4であって、
４００ＣＯ方が梢々まさる事になる。
　以上述べた様に、発芽係数を用ひれぼ、各温慶に
於ける発芽０優劣を比較する事が出来る。勿論、発
芽係数と雖も、｡発芽の優劣を比較する最良０方法で
はないが、従来用ひられていた発芽歩合、発芽勢或
は平均発芽日数などに較ぺて、より適切な方法だと
云ふ事が出来る。
　今回行った粟及黍の各温度に於ける発芽をそ０優
劣の順序、即ち発芽係数の順に並べると、第８表Ｏ
様な結果となる。
　　　摘　　　　要
　　（１）　此研究はj温慶０高低が粟及び黍０種子
　０発芽に、如何なる影響を興えるかを知るために行
　つたも○である。一一
　　（２）　今回０研究に依れぼ、粟及び黍の発芽温
（６．）
極子の発芽温度に関する研究
炭について、次０様な結果を得た。
．　’発芽の
極類　最低温度
??
UＯ～2°Ｃ
４０～6°Ｃ
（３）
発芽の
最適温度
　;i2P0
　34°Ｃ
７報粟・黍（井上）
発芽の
最高温度
44°～i6°C
440-^46°Ｃ
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今回の発芽試験に於いて、各温度に於ける発芽の優劣を比較するために、平均発芽日数を
もって発芽歩合を除した価を用ひた。此価を発芽係数と名付ける事にした。
　文　　　　献
近藤万太郎＝白本農林稲子学、上巻昭和８年、下巻　昭和９年。
井上　重陽：日本作物学会記事‘第Ｓ巻第２号、261～275、昭和Ｈ年。
　ク　　；日本作物学会記事、第11巻第３号、　366～382、昭和14年。
第９表　発芽試験成績　2°～8°Ｃ　粟（かなめ、在来）
温
度 悩 21 22 23 24 25 26 27 2S 29 30 31 32 33 34 35 36･ 37 38 39 40日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日
発　少
芽　合
2°
かなめ
在来
　　　　１　１　１　１　２　２　１　１　２　２　１　１　１　１　０　１　０　０
１　１　２　３　２　２　２　２　２　１　２　１　１　０　１　１　０　０　０　０
19％
24
べ
???
4０
日
かなめ
在来
??????????????????????????????????????????????．
１
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
　４
ｎ
　6
15
　７
ｎ
６
６
３
４
?????????????????????
１
１
２
０
１
１
１
１
１
１
０
ｐ
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
２
３
2
'2
発汐
芽合
59％
76
２
２
２
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
０
温
度 悩 4　5　　6　　7　8　9　10　n　12　j3　14　15　16　17　18　19　20日　日　　日　　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日
発歩
芽合
6°
かなめ
在　来
　２　３ ４ ５　76 S 3332221121121211112101000
１３　４６ 91] 10 853211111101011101 0 1011010
66％
77
温
度 悩 ２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　１０　１１　　１２　〕３　１４日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日
発多
芽合
8°
かなめ
在　来
２　４　８１１　9 7 4 3 2　２２１　１　１　１　１１２ １　１　１　１１０１
7 13 19 11 532221 2222211000　0 10 0 0
68％
78
（７）
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第10表　発芽試験成績　10°～46°粟（かなめ）
悩 １　　　２　　　３　　　４　　５　　６　●ｉ●　　８　　９　１０　ｎ　１２　１３日　　　日　　　日　　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　日 発　少芽　合
lu"
12°
14°
16°
18°
2り゜
22°
240
26°
2S°
30°
320
34°
:･;6°
380
40°
420
44C
46°
　　　　　　　　　２　9 19 14　８　４ ２２２　12 11　１０　１１　０１　１００
　　　　　　２　９　19 U 11　８ ３　２２２ 10 10
　　　　２　１２　２り　1611　４　２　２ ２１１　2 0 10
　　　　７　１６　２２　１４　６　３　２　１　１１１　００　　　　　　　’
　　　１り　18　23　15　4　2　1　1　100
　　　15　21　2り　１２　３　２　２　１　０
　２．１６　２３　２Ｊ　１０　３　２　１　０　０
　２　２０　２２　１８　９　３　１　１　０　０
　５　２１　２４　１９　７　２　１　１　り　り
　８　２２　２４　１３　５　２　１　１　Ｕ　り
１２　２５　２２　１０　４　１　１　０　１　０
１５　２Ｓ　１７　１０　４　０　１　１　０　０
　９　２３　２０　１１　４　１　１　１　０　０　　　　　　　　　　　　．｀
　３　１６　２Ｊ　ｎ　１　０　１　１　０　り
　２　９　１２　４　２　２　０　１　０　０
　１　３　４　２　１　１　１０　０　０
　１　１　り　］　０　１　１　り　り　り
　　　　　　　　　１　り　１　０　０　０　０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
72％
74
76
74
75
76
77
76
77
76
76
76
70
53
312
13
　5
　2
　0
第日表　発芽試験成績　10°～46°粟（在来）
悩 １　　　２　　’３　　　４　　５　　６　　７　　８●　９　　１０　ｎ　ｌ２　１３日　　　日　　　日　　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日 発多芽合
1り゜
12°
14°
16°
18°
2J°
22°
240
26°
2S°
30°
32°
340
36°
380
40°
420
44°
46°
　　　　　　７　２４　１６　８　３　２　２２２　１２　２　２２　１２　１１１　0 10 0
　　　１　２３　２Ｊ　１２　７　４　３　22 110　１　１　１００′
　　　７　35 18　12 S 4 3　２１１　００　０　００
　　　ｎ　２９　２４　１３　２　２　１　０００　０
　　　２３　３１　１４_　６　１　１　０　０００　０
　６　３０　２７　１１　４　２００　００
１０　２９　２７　９　４　２　り　０　００
２０　３３　１８　６　３　１　１　０　００　　　°
２４　３２･］７　６　２　１１　０　００
２７　３２　１５　５　１　１　１０　００
３０　３３　１２　４　２　１０　０　００
３３　３２　１３　３　１　１　０　０　００
２９　３１　１４　５　１　１　０　０
２１　２９　１８　６　２　１　０　０
　５　２８　１０　４　２　１　１　０
　３　６　４　２　１　０　１　１　００
　１　３　２　２　１　０　１　０　００
　　　　１　１　０　１　１　１　０　００　　　　　　　　　　　　　　●‘，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０
81％
82
82
82
81
80
81
82
83
82
82
83
81
77
51
18
10
　5
　0
（8j）
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第L2表　発芽試験成績　4°～46°黍（蒙古白）
悩 22　23　24　25　26　27　28　29　3り　31　32　33　:M　35　36　37　39　39　40日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日 発　少芽　合
４°
６°
．０　０　０　０　０　Ｕ　Ｕ　０　０　０　０　０　り　０　０　０　０　Ｕ　０，
　１　１　０　０　０　１　１　０　０　１　０　０　１　０　Ｕ　Ｏ　Ｕ　０　０
U％
6
悩 9　　　10　　11　　12　　13　　14　】5　　16　　17　　18　　19　　20日　　日　　日●　　日‘　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日　　日 発　歩芽　合
8° １　１　１　２　１　り　１．１　１　１　０　２１　３　２　２　１　１　０　０　１　１　０ 24％
悩 6　　　7　　　8.　　9　　　10　　　n　　　12　　　13　　　14　　15日　　　日　　　日　　　日　　　日　　　日　　・日　　　．日　　　日　　　日
発　少
芽　合
10° １　１　１、．２　３　４　６　９　ｎ　］０　４　２　１　１　１　０　０　０ 57％
日
12°
140
16°
???????????????????
?
?
?
??
??
??
34°
36°
380
40°
７
???????????
??
??
??
??
８
??
　5
15
20
21
25
22
　4
ｎ
19
22
18
20
14
19
??????????? ?
??
?
??
??
　6
14
22
21
16
13
12
　9
10
　8
　２
　7
13
20
21
17
13
　９
　９
　４
　４
　４
　５
??
　2
11
18
21
15
11
　6
　4
　3
　2
　2
　2
　2
　6
15
16
13
10
　５
　２
　３
　１
　１
　１
　１
　１
???????????
??
14
17
12
7
4
2
2
2
1
0
0
0
0
1
0
0
　2
12
12
　６
　２
　１
　１
　２
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
???
　３
１０
　３
　２
　２
　１
　１
　１
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
　０
5
7
2
1
0
1
0
0
??
10
　5
　1
12
　4
　1
???????? ?
（9j）
??
ｎ
３
１
０
8
2
0
0
??
4
1
0
0
３
０
０
??
????????????
２　１　１　１０　０　０
０
０
??? ???????????????????????????????
?????。???????????? ?
(昭和26年9月30日受理)
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　　　　　　　SUMMARY　　　　　　--
I?luence ｏｆTemperature on the Germination of Seeds
　　YII　　MiUet and Italian Millet
　　　　　　by Choyo INOUYE
(Plant Bi･ｇ血りLaboratori/, A(^μ･icullweFaculty,瓦以iぴniversily)
　This investigation has been nnclertaken 10 learn　Ihe influence　of　temperature　on　the
　gerniinaljon of millet and it柚ian mi 11el.
　According <0 this iりvestigation Ihe minimum, optjninm and maximum temperatures for
(he germiaation of. millet ａ･ndItalian millet･are as follows.
Plant　　　　づ2y[iiiiiniim Optimum. Miiximum
lialian　millet
Millet
０°~2°C
４ｏ~６°Ｃ
３２°Ｃ
;４°Ｃ
44°～46°C
44°～46°C
　In　this　invesfigaljon　the　coefficients　of　germination　are　used　to　discuss　Ihe
col!iparative superiorily of germination al each teinperaiure.
　The　coefficヽjents　of　germinalion are　calculated by　flivkling　the　percentages　of
germinal ion by the mean numbers of d町s of germinal Jon and they are iadicaterlia the
following (able.
Temperature
i-rceuLiigvi
Italian　iivillet
t'ercciiHige ‘
'frii山mtidii
MilJc･t
-
eaii u:ivりl
rmiiiHti(｡11gi^rniMia･[ion
????????????
?????
???????
? 、 ??????????
21.5
67.5
?????????
???????????????????????????????
??????????
411･layり1
ininHtion
-
28.7
??????????????． ??????．??????????????????????
??????????? ????????????????????????????????????????
（10 2〉
?????????? ?
?
??
?
??
?
??
??
??
????
27.5
14.1
????????? ????―??????????????
?
?
??
??
??
??
??
??
??
??
????????????????
?????????? ???????????????????????
?
?
???????
? ?????????????
種子の発芽添度に関する研究第７報粟・黍（井上）
38o　　　　　42.0　　　　　　1.5　　　　　28.0　　　　　　68　　　　　　1.4　　　　　48.6
40°　　　　　15.5　　　　　　1●6　　　　　　9.7　　　　　　51　　　　　　1.4　　　　　36.4
42o　　　　　　7.5　　　　　　1.9　　　　　　3.9　　　　　　32　　　　　　1.4　　　　　22.8
44°　　　　　3.5　　　　　　2.4　　　　　　1.5　　　　　　　6　　　　　　1.5　　　　　　4.0
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　By means of Itie coefficient of germination we can easily compare several germinations
at various　temparaiures. For example, accordiog (0 this investigation Ihe germinations of
millet see函at ２８０Ｃ and ４００Ｃare as follows.
二言、 １　　２　　３　　４　　５　　６ Percoatiige Menn day of　germination coefficient ofgermination
26°C’
40°C
　　5 39 21 1"　６　２　２　２　１　０　０
11 16 :o ６ ４ ２ １ １ ０ ０
71％
51
2.2duy
1.4
S2.3
?SA
　The germinalin l｀t26°C h“S a higher　percentage and 皿〕red町s of germination than
at 400 C. Therefore itis difficult 10 delermine (he relative supetiority bctweea ihem.
　But the coefficients of germj nation al ２６０Ｃand ４００Ｃ are32､3 and 36.4 respeciively.
Hence　we　can conclude　that　the germination　at 400　Ci弓　slightly superior　to　the
germination “t 260 C｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ReceivedS ptember 30ｸ、1951)
（ｎ）

